
食料安定供給・農林水産業基盤強化本部 

構成員発言 

  

○ 斉藤国土交通大臣 

・ 下水汚泥資源を肥料として更に利用していた

だくためには、汚泥肥料に対する農業従事者や

消費者の理解増進と、肥料化のための施設整備

の促進が必要であると考えています。 

 

・ 国土交通省としては、今般の緊急パッケージ

に盛り込まれている、下水汚泥資源の流通経路

の確保等に向けたマッチングや施設整備への支

援、汚泥肥料の安全性の PR、施設整備に必要な

コストの縮減等に資する技術開発等を進めてま

いります。 

 

・ また、これらの施策を推進するため、下水道・

農業の関係団体や学識経験者、自治体が参画す

る官民検討会を農林水産省と共同で設置し、議

論を開始したところです。 

 

・ 引き続き、農林水産省と緊密に連携し、取り

組んでまいります。 

 

（以上） 
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食料安定供給・農林水産業基盤強化本部 

構成員発言 

  

○ 永岡文部科学大臣 

・ 有機農産物の販路拡大に向けた取組を踏まえ、

文部科学省としても、学校給食における地場産

物・有機農産物の活用を推進してまいります。 

 

・ また、農業高校において、スマート農業技術

等の活用が出来る人材の育成を推進してまいり

ます。 

 

（以上） 
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